実習の振りかえり（H24年10月1日～10月31日）
長浜赤十字病院　研修医　I.S.
■10月1日 (月曜日)　　1日目
	午前
	午後
	夕方～夜

	外来見学（畑野先生）
オリエンテーション
	往診（畑野先生）
	


	①今日できたこと、うまくいったこと
	②今日うまくいかなかったこと、失敗したこと

	ケアセンター、および周辺の施設の存在を知ることができました。往診では、患者さんや家族の方と、病気の話から世間話までたくさんの会話ができて大変有意義な時間でした。
	今日は初日で見学がメインでしたが、診察にも積極的に参加していきたいです。

	③今の気持ち、感情、気づき
	④今後学びたい内容・課題

	往診では、病院から家に帰ってきて間もない患者さんから、長い間家で生活しておられる患者さんまで様々で、生活事情や家人の考え方も多様であることを知りました。病院では、ただ漠然と退院を目指して治療を進めていたところがありましたが、退院後に（患者さんが）帰ってきてよかったと思える環境づくりも同様に大切であることを知りました。先生からの「家での生活はどうですか？」という質問にも、笑顔になる方もいれば口をつぐむ方もおられたのが印象的でした。
	褥瘡の管理および予防について


■10月2日 (火曜日)　　2日目
	午前
	午後
	夕方～夜

	老健（ホール）
しも・ささ
	往診（臼井先生）
	


	①今日できたこと、うまくいったこと
	②今日うまくいかなかったこと、失敗したこと

	認知症の患者さんとコミュニケーションをとり、たくさんの方とお話することができました。言語的・非言語的コミュニケーションの両方を体験することができました。不穏でそわそわしていた方が、一緒にお話をしていく中で落ち着き、もたれかかってきてくださり、笑顔で接してくださるようになった事が非常にうれしかったです。往診では、バイタル測定や診察、ケア（足浴）、患者さんへの手紙の作成に携わり、コミュニケーションをとることができました。
	会話がうまくできない患者さんが、座りたくて身体を頑張って起こしておられたのに、（座りたいということに）気づいてあげられませんでした。

	③今の気持ち、感情、気づき
	④今後学びたい内容・課題

	会話の疎通が十分でなくても、ジェスチャーや表情で人の気持ちは伝わるのだということを、身をもって感じました。一口に認知症の患者さんといっても、年代、性格、ADLのレベルも様々であり、個々人に合った接し方を模索していくことが必要だと感じました。病院の患者さんではつい時間の制約を意識してしまいがちでしたが、今後はできるだけゆっくりと時間をかけて向きあい、コミュニケーションを図っていこうと思います。
臼井先生の往診にはじめて同行しましたが、患者さんへのお手紙を書いて、帰り際に患者さんに宛てて読まれることに大変感動しました。患者さんの笑顔が印象的でした。
	認知症患者さんとのコミュニケーション（特に非言語的コミュニケーションについて）


■10月3日 (水曜日)　　３日目
	午前
	午後
	夕方～夜

	外来リハビリ

	上野地区サロン
大久保出張所
	


	①今日できたこと、うまくいったこと
	②今日うまくいかなかったこと、失敗したこと

	急性期から維持期まで多様なリハビリテーションの現場をみることができました。現在は作業療法、理学療法という種類別のリハビリではなく疾患別のリハビリを行っているとのことであり、同じ病気であっても、個々人のADLや合併症の有無、性格などでリハビリの内容が大きく変わることを学びました。
診療所では、実際に何人か患者さんとお話し、診察することができました。
	診療所へ向かう途中に同行した往診で、ターミナルの患者さんとお会いした際、四肢のあまりに高度な拘縮の程度に驚き、また家人の方の思いがつかめず、あまり会話する機会を持てませんでした。
診療所でお会いした高度な認知症の患者さんで、「朝は寒くなりましたね」との先生の問いを理解できず、微妙な表情をされていたのをつかみ取れず、認知症の患者さんだということがわからず接していました。

	③今の気持ち、感情、気づき
	④今後学びたい内容・課題

	リハビリテーション見学では、西村先生に非常にお世話になりました。リハビリで使用する機器のことを大変丁寧に説明していただき、また実際にリハビリをされている患者さんに感想など聞く機会が多く、リハビリに取り組まれている患者さんの思いを知ることができたのが非常によかったです。また、リハビリを通して多くの時間を共有するPT、OTさんだからこそ患者さんの身体の変化に気づいていただける機会が多く、実際にリハビリ中に異変に気付き、先生に逆紹介をするということもよくあります、というお話が大変印象的でした。医師として行う短い診察の間には気づけないことも、他職種の方に気づいていただけ指摘をいただけるということは、非常に心強いことだと思いました。
診療所での、普段の救急外来とはまた少し違う、患者さんの個々のニーズに応える形での外来を経験することは、新鮮かつ貴重な体験でした。先生の問診は、患者さんからの様々な思いを引き出すことができる非常に魅力的な問診で、私もこの1カ月でしっかり学んで取りいれていきたいと思える要素がたくさんありました。
	地域医療での患者診察


■10月4日 (木曜日)　　４日目
	午前
	午後
	夕方～夜

	老健（医療）

	CF
往診（中村先生）
	


	①今日できたこと、うまくいったこと
	②今日うまくいかなかったこと、失敗したこと

	ショートステイ初日の患者さんとお話し、診察をしました。
CF見学の後、老健のクッキングに参加し、交流を図ることができました。往診では、ターミナルの方2件の診察をすることができました。
	難聴のある患者さんで、声量やトーンを変えても伝わりにくい方がいらっしゃりコミュニケーションの取り方に苦戦しました。

	③今の気持ち、感情、気づき
	④今後学びたい内容・課題

	本日往診にいった患者さんは、一時はまったく嚥下不能となり余命わずかといわれていた方だったのですが、再び水分ややわらかい食事の摂取が可能となり、意思疎通もしっかりとされており、驚きました。人の生命力の強さに感銘を受けました。
	難聴患者さんとのコミュニケーション方法


■10月5日 (金曜日)　　５日目
	午前
	午後
	夕方～夜

	デイケア

	老健（入浴）
りん・ゆう
	


	①今日できたこと、うまくいったこと
	②今日うまくいかなかったこと、失敗したこと

	デイケアでは、利用者の方のお迎え、活動への参加、バイタルチェックと利用簿の記入、服薬介助など様々な仕事を担当させていただきました。利用している方の思いが色々と聞けて、非常に有意義でした。
入浴介助では女性2名、男性1名の入浴介助に参加することができました。1人目の方はおもに見学がメインでしたが、2人目からは脱衣から入浴、着衣まで積極的に参加させていただくことができ、声かけをしながら利用者の方々と入浴の楽しみを共有できたのは非常に貴重な体験でした。
	インスリン注射の介助で、針などいつも見慣れているものとは少し違うものであり、セットに手間がかかってしまいました。
認知症の方の入浴介助で、まず入浴するということ自体が受けいれられない方も多く、説明に苦労を要しました。

	③今の気持ち、感情、気づき
	④今後学びたい内容・課題

	デイケアではみなさん思い思いに活動をしておられ、憩いの場であるだけでなく交流の場であることを知りました。利用者さんによっては、人間関係も色々と複雑な面がありそうな感じでしたが、いきいきとした表情をされて過ごしていらっしゃる方が多かったのが印象的でした。
入浴介助は、想像以上に体力を要しましたが、着脱衣の方法ひとつにも様々な工夫がなされていて、とても素早く次々と利用者の方が入浴されていく姿に驚きました。老健の方にとって、食事と入浴がもっとも楽しみであり、その1つである入浴もなるべく楽しんでもらえるような工夫をしています、というお話が大変印象的でした。
	入浴介助のコツ


■10月9日 (火曜日)　　６日目
	午前
	午後
	夕方～夜

	腹部エコー
往診（畑野先生）
看取りとエンゼルケア
	訪問リハビリ
	


	①今日できたこと、うまくいったこと
	②今日うまくいかなかったこと、失敗したこと

	腹部エコー検査が2件あり、患者さんにプローベをあてさせて頂きました。
ターミナルの方の往診にて、目の前で患者さんが息を引き取られるところに立ち会うことができました。また、その患者さんに対し、看護師さんと一緒にエンゼルケアをさせていただくことができました。
訪問リハビリでは、PTさんに同行し、マッサージ、筋力維持のトレーニング、歩行訓練などを経験しました。
	エコーに関して、予習不足でおぼつかない感じでした。

	③今の気持ち、感情、気づき
	④今後学びたい内容・課題

	これまで、治療や蘇生の甲斐なく息を引き取られた方の立ち会いは何度か経験をしてきましたが、今回のように静かに、しかも自宅で息を引き取られるケースは、医療者としてのみならず自分の身内でも経験したことがなかったので、本当に驚くばかりでしたが、初めてお会いした患者さんのご臨終を見届けるというかけがえのない経験ができて本当に良かったです。まるで先生の到着を待っていたかのような最期の瞬間で、人の生命の不思議を感じました。また、続いてエンゼルケアに参加させていただいたことで、患者さんと改めて向き合うことができ、患者さんの穏やかな表情、家族の方の温かい見守りの様子をみながら、この方の人生の最後の1ページに立ち会い、旅立ちのお手伝いができたということに感慨を覚えました。医療者として、人の生死に立ち会うことは避けられず、その日をいかに迎えるか、受け入れていくかがご家族のみならず医療者にも求められていると感じました。今回のように穏やかで、みなさんが満足な表情をされているお看取りは初めてでした。
訪問リハビリでは、患者さん自身のお宅が訓練の舞台ということで、かなり実地に沿ったトレーニングができることが最大の利点であると感じました。往診で伺った時はほぼ寝たきりだと思っていた患者さんの歩行訓練の様子がみられるなど、診察させていただいた患者さんの新たな一面をのぞくことができたことが良かったです。
	腹部エコーの復習


■10月10日 (水曜日)　　７日目（近江診療所）
	午前
	午後
	夕方～夜

	外来見学（島崎先生）
診察、関節注射（見学）
利用者の方の受診調整（担当CMさんに連絡）
	在宅導入患者さんの初回面談見学
往診（島崎先生）
	


	①今日できたこと、うまくいったこと
	②今日うまくいかなかったこと、失敗したこと

	島崎先生の外来は、患者さんが話しやすいような雰囲気があり、患者さん自身が症状～その症状や自分の状況についての思いを積極的に先生にお話されている姿が大変印象的でした。またCMさんにご連絡をしたり、在宅導入する患者さんのご家族の面談を見学させていただいたりと、普段はできないような体験ができて大変良かったです。午後からは往診で、様々な家庭背景を持つ患者さんにお会いすることができ、介護困難な問題を抱える患者さんの実際を見ることができ貴重な体験でした。
	患者さん1人1人に対し、本日勉強した「病気の経験を探る」ような尋ね方を工夫してみましたが、うまく引き出せないことが多かったです。今日は成書にも目を通す機会をいただき、勉強することができたので、今後自分で問診する時は‘FIFE’を意識した対話を心がけていきたいと思います。

	③今の気持ち、感情、気づき
	④今後学びたい内容・課題

	非常に手厚い介護をされているご家庭から、在宅の維持が困難であるようなご家庭まで、在宅医療は個々人の生活背景、ニーズ、また介護者である家人の性格、価値観など様々な要素（コンテクスト）を理解しながら進めていくものだということを実感しました。同一疾患でも、非常に気を遣いながら治療に努めておられる方もいれば治療自体に無関心、拒否的な方もおられ、‘disease’と‘illness’を区別することは大変重要であると感じました。
	家庭医療について
今日は患者中心の医療について予習をした上で往診に臨んだので、いつもと着目点が少し違う勉強をすることができたように思います。後2週間強あるので、他の考え方についても理解を深めながら研修していこうと思います。


■10月11日 (木曜日)　　８日目
	午前
	午後
	夕方～夜

	訪問看護（二宮さん）

	薬局配達
	防災訓練
ケースカンファレンス
緩和ケア研究会


	①今日できたこと、うまくいったこと
	②今日うまくいかなかったこと、失敗したこと

	訪問看護2件に同行させていただき、体交や経口摂取介助、バルーンの交換を行うことができました。
久保先生の薬の配達に同行させていただくことができました。
多職種の方が集まって利用者さんのことについて話し合うカンファレンスに参加することができました。
緩和ケア研究会では、癌末期の患者さんの1症例を通して、家族志向のケアの重要性を学ぶことができました。
	拘縮が強い患者さんの血圧がなかなかうまく測れず、苦戦しました。

	③今の気持ち、感情、気づき
	④今後学びたい内容・課題

	訪問看護では、排便管理、尿バルーン管理などを在宅でされている現場をみることができて、非常に貴重な体験でした。病院と違って、環境や器具類も十分とはいえない中で様々な工夫を凝らして患者さんのQOL向上を図っておられる看護師さんの仕事をみることができて、本当に良かったです。また、長い時間お宅にお邪魔することで、患者さんやご家族と会話する時間も長く、介護者の方の介護における工夫や苦労話をたくさん聞くことができたのが大きな収穫でした。
薬の配達では、診療所で処方された薬を自宅まで運び、説明し、お渡しするという流れをみることができました。町の薬局だと患者さんの人数も多く、なかなか薬のこと以外の話をする時間的余裕がない印象でしたが、患者さんとじっくりお話ができて、患者さんの思っていること、疑問点などに対し丁寧にご説明されている姿が非常に印象的でした。
ケースカンファレンスでは、往診や診療所でお会いした患者さんの、デイケアやヘルパーさんとの関わりの中での意外な一面を知ることができて、大変有意義でした。
緩和ケア研究会は、3人の息子をもつ、末期癌の60代女性の症例を通し議論がありました。癌になると患者さん本人、家族の方という2人の患者が生まれるといった言葉が印象的でした。本人の思いの傾聴、ケアはもちろんのこと、家族のケア、自分たちの家庭内での役割の再確認も同じくらい必要なのだということを実感しました。そして、家族が互いの役割を認識し行動することが、結果的に本人のQOLにつながる可能性があるということも学びました。また、いたずらに急ぎすぎるのは良くないことかと思いますが、時間の限られた患者さんに対して早めの介入というのは大変重要だと感じました。
	


■10月12日 (金曜日)　　９日目
	午前
	午後
	夕方～夜

	ほほえみ

	ほほえみ
	


	①今日できたこと、うまくいったこと
	②今日うまくいかなかったこと、失敗したこと

	ほほえみで一日過ごすことで、利用者さんとお話したり、一緒にゲームや体操をしたりと交流を深めることができました。
	

	③今の気持ち、感情、気づき
	④今後学びたい内容・課題

	デイサービスでたくさんの利用者さんたちが集まって共同生活をすることで、互いに良い刺激になっているのだと感じました。仲良く力を合わせて作業をしていることもあれば、ある時は競争やもめそうになることもあり、横でみていてひやっとすることもありましたが、みなさんいきいきとした表情をされているのが印象的でした。スタッフの方の人数も多く利用者さん個々人に対する気配りが行き届いており、スタッフの方からお聞きした利用者さん1人1人の情報がとても詳しく、日ごろからとても手厚いサポートをされているのだということがうかがえました。活動内容もこの規模だからこそ実現しうるような内容で、サービスのメリットを最大限に活かしている施設だと感じました。
重度の認知症の方も、自分でスプーンを動かして食べようとしておられ、スタッフの方みなさんが非常に時間をかけて見守っておられる姿が大変印象的でした。大規模施設のSSにいったり、自宅で過ごす時間が続くとまたすぐに自分で食べる気をなくしてしまい食事介助を待っている状態になるといい、残念だとおっしゃられていました。この規模だからこそ可能なことかもしれないのですが、そのようにきめ細やかな心配りをしてくださるデイサービスは魅力的だと感じました。
	


■10月15日 (月曜日)　　１０日目
	午前
	午後
	夕方～夜

	上部内視鏡見学
外来見学（畑野先生）
胸部Xp撮影
老健（医療）
入所者の方の対応
	往診（畑野先生）
	


	①今日できたこと、うまくいったこと
	②今日うまくいかなかったこと、失敗したこと

	畑野先生の内視鏡、外来の見学をさせていただきました。
Xp撮影のコツがわかりました。
老健の入所者の方の症状に対する対応を経験することができました。（（PEG造設患者さんの嘔吐、仙骨部褥瘡の悪化）実際に考え対応することで、大変勉強になりました。
往診5件に同行し、患者さんとお話、診察をさせて頂きました。
	褥瘡の方の診察を依頼されましたが、診察経験が乏しくうまくプランを立てることができませんでした。
尿バルーン交換時に、緊張して患者さんへの声かけがやや欠けていたように思いました。以後気をつけていきたいと思います。

	③今の気持ち、感情、気づき
	④今後学びたい内容・課題

	普段の病棟対応とは少し違う、老健の入所者さんの対応を経験できてよかったです。スタッフさんから相談される内容は、病院での内容とは異なり、不十分な対応になってしまったことを申し訳なく思いました。ひとつひとつ、勉強を重ねていきたいと思います。
往診では、患者さんとの会話の中でたくさんの思いや本音を聞くことができ有意義な時間でした。90歳の方で、家族があまりそばにいらっしゃらず、さびしいと訴えていらっしゃった方がおられました。「自分がこんなに生きると思っていなかった、長生きすることはありがたいことだと思わなければいけないが…」とつぶやいておられ、非常に心に残りました。認知症状もなく、デイにいっても周りとの違いを感じ、色々動きたいが万が一けがでもしたら周りに迷惑をかけてしまうから動けない。「私はこんなに寝ていて良いんやろうか…」と考えてしまうとおっしゃっていました。長寿国の日本で、このような思いを抱えて暮らされている高齢者の方は、この方の他にもたくさんおられるのだろうなと思いを馳せました。ただ長い年月を過ごすだけではなく、限られた毎日が充足されたものであることが必要だと感じました。話す事で患者さんの表情が少しずつ和らいでいるのを見ると、会話することが少しでも患者さんの安心になっているのかなと思い、向かい合い話し合うことの重要性を感じました。
	PEG造設後の合併症
褥瘡の治療


■10月16日 (火曜日)　１１日目
	午前
	午後
	夕方～夜

	薬局見学
栄養見学

	伊吹山登山
	4種混合ワクチン勉強会


	①今日できたこと、うまくいったこと
	②今日うまくいかなかったこと、失敗したこと

	薬局では、調剤の現場を見学し、様々な工夫を知ることができました。また、ケアセンターならびにセンター外の診療所からの処方・調剤の仕組みを理解することができました。
栄養では、管理栄養士さんに厨房の説明や栄養アセスメントの方法、また食事の形態や献立の立て方につき、ご指導いただくことができました。
伊吹山山頂に向けてウォーキングしました。
	

	③今の気持ち、感情、気づき
	④今後学びたい内容・課題

	薬局は薬剤師さんおひとりでされていると聞いていたので、一体どのように膨大な量の仕事をこなされているのだろうと思いながら見学させていただきましたが、シートの分け方やいたるところにメモ書きが貼り付けてあるなど、調剤ミスのないような工夫が隅々まで施されており、驚きました。また、調剤の現場を実際にみることで、自分が処方する際に気をつけないといけないことも垣間見え、大変勉強になりました。栄養については、管理栄養士さんおひとりで様々なお仕事に携わっておられ、1日の仕事の内容の多さに驚きました。老健やデイケアの人1人1人に合わせた内容、形態に対応した献立には手書きでいろんな追加事項がぎっしりと書き込まれており、とても印象に残りました。
午後からは、伊吹山山頂に向けてウォーキングに行きました。空気が澄んでおり、木々も紅葉がちらほら見えておりきれいな景色を堪能することができました。
	ワクチンスケジュールの復習


■10月17日 (水曜日)　　１２日目
	午前
	午後
	夕方～夜

	スタイルケア

	スタイルケア
	


	①今日できたこと、うまくいったこと
	②今日うまくいかなかったこと、失敗したこと

	利用者さんとレクリエーションを楽しんだり、一緒にごはんを食べたり交流を深めることができました。
入浴介助（2件）を通して、介護度に合わせた介助の方法を学ぶことができました。
	骨折の既往があり、下半身がうまく動かせない利用者さんの入浴介助にかかわりましたが、独自の靴下の履き方、靴の履き方を自分でこなされることがわからず、積極的に介助に入ってしまいました。

	③今の気持ち、感情、気づき
	④今後学びたい内容・課題

	スタイルケアは、今まで行かせていただいたデイサービスとは少し視点の異なるものであり、利用者さんが思い思いに生活されている様子がとても印象的でした。お風呂も入りたい時に、食事もしたい時に、動きたい時は動いて、しんどい時は休んでいる。利用者さん1人1人の思いや動きにあわせて行動しなければならないスタッフの方は大変な思いをされているのではないか、と最初は思っていましたが、今日1日いるうちに、スタッフの方と同じくらい、利用者さんも互いのことやスタッフの方への思いやりを忘れず、過ごされていることがわかり、革新的なサービス方法だなと思いました。今の高齢者の方々と、今後高齢者になっていかれる方々とは価値観の点でも異なる点が多く、レクリエーションなど統一してしまうと幅広いニーズを満たせないことが現在のデイサービスの問題点であり、今後広い世代の人に対応したサービスが必要とされる世の中になってくると思うので、このような新しい取り組みがあることを知ることができたことは、とても貴重な経験であったと思います。
	デイサービスの多様性について


■10月18日 (木曜日)　　１３日目
	午前
	午後
	夕方～夜

	居宅介護支援事業所

	視察対応
	


	①今日できたこと、うまくいったこと
	②今日うまくいかなかったこと、失敗したこと

	居宅介護支援事業所で研修させていただき、介護保険の仕組みとサービスの種類について学ぶことができました。また、実際に介護サービスを利用されているお宅に赴き、プラン説明などを見学させていただきました。
中村先生の視察対応に同行させていただき、視察に来られた先生方とお話をすることができました。
	

	③今の気持ち、感情、気づき
	④今後学びたい内容・課題

	介護保険の仕組みについて、対象年齢やサービスの種類など本当に基本的な内容だけの勉強にとどまっていましたが、今日ご説明を聞いて、施設サービスのそれぞれの施設の特性や、在宅サービスと施設サービスの境目、また何より実際プランを立てる際のお話を聞かせていただけたことが大変貴重な経験でした。ケアプランを考慮する際には、予算や本人、家人の希望、利用者さんにとってのそのサービスの適否など色々な要素を組み合わさっているのだということが実感できました。ケアマネージャーさんは、非常に豊富な知識をお持ちで、個人個人の異なる状況に対して最適なプランを立てておられることに感銘を受けました。また、介護度認定の際には介護力（生活背景）は考慮されず、その人個人の能力、状態により判断されるということを知り、驚きました。確かに、生活背景というのはかなり主観的な要素であるため、ものさしで測ることが現実的には難しいと思いますが、介護は、介護される人はもちろん介護する人がいて成り立つものであり、その人の介護度（もしくは支援度）に大きな影響を与える主介護者（その介護においてのキーパーソン）がだれになるのかというだけでも現実的には介護の形としてまったく異なるものになってくる可能性があると感じました。しかしながら、経済的に負担が大きい家庭には補助が出るような仕組みもあるとのことで、今後ますます高齢化が進むことを考えると、生活背景の考慮ということにますますウェイトが置かれるようになる可能性を感じました。
午後からは視察に来られた先生方とお話をさせて頂きましたが、東栄町は医療、福祉ともに大変恵まれたところであり、逆に病床数が余るなどの現実があるために再編成をされるとのことでしたが、住民の方は医療福祉の規模を縮小させることに反対をされているそうだというお話を聞き、もともとあったものがなくなるということは、（たとえそれを毎日利用していなかったとしても）大変不安に感じるものなのだということを実感しました。この問題についても、相手は住民全体ですが「患者教育」につながるのではないかと感じました。
	


■10月19日 (金曜日)　　１４日目
	午前
	午後
	夕方～夜

	デイケア

	デイケア
	


	①今日できたこと、うまくいったこと
	②今日うまくいかなかったこと、失敗したこと

	デイケアで、利用者の方々のバイタルチェックや服薬介助、配膳のお手伝いなどに関わりました。
	服薬介助時、錠剤の粒を利用者さんの膝におとしてしまいました。

	③今の気持ち、感情、気づき
	④今後学びたい内容・課題

	前回は午前中のみの参加だったので、今日1日デイケアに参加させていただき、午後のレクリエーションや送迎にも関わらせていただけ、利用者の方ともゆっくりお話することができて大変嬉しかったです。なかには、2週間前にお世話になったことを覚えていてくださった方もいらっしゃり、みなさんにとても親切にしていただきました。
帰宅時、「（家に帰ると）一人ぼっちや、さみしいわ」とおっしゃっていた方が少なからずおられたのが印象的でした。デイケアに参加することは、リハビリや交流はもちろんのこと、毎日生活を有意義なものにしていくということでも重要な意味を持っているのだと感じました。
	


■10月22日 (月曜日)　　１５日目
	午前
	午後
	夕方～夜

	訪問入浴（社協さん）

	往診（畑野先生）
	


	①今日できたこと、うまくいったこと
	②今日うまくいかなかったこと、失敗したこと

	3件の訪問入浴介助を経験させていただきました。
3件の往診に同行し、お話、診察、処置などをさせていただきました。
	

	③今の気持ち、感情、気づき
	④今後学びたい内容・課題

	訪問入浴というのはすごいアイデアだなと思い今日の研修を楽しみにしていましたが、実際体験をしてみて、みるみるうちにベッドの横にお風呂ができあがっていく光景に圧倒されました。入浴介助は今回の研修を通して数回経験させていただきましたが、部屋の中で防水マットを敷いて行う訪問入浴は、お部屋の床に水や洗剤が飛び散るようなことがあってはならず、さらに細心の注意を払うことが必要であると感じました。しかし、入浴後にすぐに自分のベッドで横になれるというのは、利用者さんにとっても心地がいいことであり、また要介護の方の入浴というのは、どのご家族にとっても大きな課題だと思うので、とても利用者さん、ならびにご家族のことを考えているサービスだなと思いました。
本日の往診は3件で、いつもよりさらに患者さんとじっくりお話できてよかったです。お1人、初めて訪問させていただいた認知症の患者さんが、終始笑顔でにこにこしながらお話をしてくださる姿が印象的でした。たくさんの家族に囲まれてとても幸せ、両親のおかげでこうして私は今いられることができて、本当にありがたいと、周りの方への感謝の言葉をたくさん口にしておられました。この1カ月往診をしていて、自分を大切にし、周りの方を大切にできる患者さんは、いつも「ありがとう」の言葉を忘れずにもっておられ、その結果家族の方とも、より緊密な良好な関係を築くことができるのだと感じています。私自身も、患者さんに教えていただいたように、周りに対する感謝の気持ちを忘れない人間でありたいと思います。
	コミュニケーション


■10月23日 (火曜日)　　１６日目
	午前
	午後
	夕方～夜

	米原診療所（中村先生）

	往診（中村先生）
	


	①今日できたこと、うまくいったこと
	②今日うまくいかなかったこと、失敗したこと

	午前中は米原診療所にて、主に外来見学をさせていただきました。
午後からは、米原診療所、近江診療所、ケアセンターいぶきの管轄の往診に同行させていただき、診察、処置などを行いました。
	

	③今の気持ち、感情、気づき
	④今後学びたい内容・課題

	米原診療所には本日初めてお邪魔しました。外来には、笑顔で来られる人から不満を訴える人まで様々でしたが、中村先生が外来診察の中で傾聴、励ましを続けておられ、不満を訴えていた人も最後まで不満を引きずらずに診察室を後にしておられる姿を見て、とても理想的な外来スタイルで、今後目標にしていきたいと思いました。
本日は往診件数が多く、初めて出会う患者さんから何回かお邪魔させていただいている患者さんまで様々でした。先週、体調を崩されていましたが経口摂取ができるようになり復活された患者さんが、一昨日からまた体調を崩されており、呼吸も荒くなり、バイタルサインが少しずつ崩れてきていました。いつもそばには先に逝かれたご主人の写真があり、先週お会いした時はご主人のことを話されている姿を拝見していただけにとても複雑な気持ちでしたが、患者さんがとても好きな歌をそばで歌わせていただくことができ、患者さんがそれを静かに聴いていてくれました。問いかけに対し、弱いながらもぎゅっと手を握り返し「ありがとう」と返してくださいました。残された時間は長くはないかもしれないですが、最愛のご家族がたくさん集まり、手厚く介護してくださっている姿をみて、本当に和やかな気持ちになりました。今日行くことができて、本当に良かったです。
	


■10月24日 (水曜日)　　１８日目（近江診療所）
	午前
	午後
	夕方～夜

	外来見学（島崎先生）
外来担当（小児）
処置（粉瘤、刺の処置）

	往診（島崎先生）
在宅導入カンファレンス
在宅患者カンファレンス
	


	①今日できたこと、うまくいったこと
	②今日うまくいかなかったこと、失敗したこと

	実際に外来・処置に参加させていただいたり、往診診療に参加させていただいたりととても充実した1日を過ごせました。
粉瘤の処置は初めて見学したのですが、後壁がとてもきれいに摘出されて感動しました。また、手術直前の静脈瘤（血流不全）というかなり貴重な症状を往診で患者さんにみせていただくことができ、大変印象に残りました。
	指ブロックをしたのがかなり久しぶりだったので少し緊張してしまいました。

	③今の気持ち、感情、気づき
	④今後学びたい内容・課題

	前回の（近江診療所での）研修で家庭医療の成書の存在を知り、今回は家庭医療とは総じてどのようなものか、ということについてイメージを持って臨めたので有意義な1日を過ごせました。患者中心のケアというのは並一通りの方法でなく、様々な背景因子を理解してアプローチしていくことで近づいていけるものであると実感しました。また、患者さんやご家族の頑張りを認め、共有していくことで関係がよりクローズになっていく印象を持ちました。家庭医療とは、「提供」というより「共に創っていくもの」なのだと感じました。
	島崎先生のように、患者さんが自分からたくさん話したくなるような環境を作ることができる外来診療ができるよう、頑張っていきます。


■10月25日 (木曜日)　　１９日目
	午前
	午後
	夕方～夜

	ひだまり

	ひだまり
	


	①今日できたこと、うまくいったこと
	②今日うまくいかなかったこと、失敗したこと

	ひだまりで1日過ごすことで、小規模多機能型居宅介護の実際を見ることができました。利用者の方と一緒にレクリエーション活動、下膳、片づけなどに関わることで、交流をはかることができました。
	施設の場所がわからず、遅刻してしまいました。また、午前中は特に、動き方がよくわからずにあまりこれといったお手伝いをすることができませんでした。

	③今の気持ち、感情、気づき
	④今後学びたい内容・課題

	小規模多機能型居宅介護の現場を初めて見ることができ、名前の通りとても集約化されたサービスだと思いました。環境の変化が負担となってしまう認知症の方にとっては、通所介護、ショートステイ、訪問介護という3種類のサービスを全て顔なじみの人から受けられるという大きなメリットがあると感じました。また、スタッフの方々の連携もとてもよく、利用者さんととても近い関係にあるのだなということが今日1日だけでも感じられました。一方、認知症の利用者さんの占める割合が高く、利用者さんが少人数といえどもスタッフの方は終日とても大変そうに動き回っておられ、落ち着くことができる時間がほとんどなさそうな印象を受けました。日中このように忙しく、さらにステイも受け持っているために夜間にむけての準備なども並行してされており、多忙な様子に驚きました。
	小規模多機能型居宅介護の詳細


■10月26日 (金曜日)　　２０日目
	午前
	午後
	夕方～夜

	老健（医療）

	患者カンファレンス
（長浜日赤）
	


	①今日できたこと、うまくいったこと
	②今日うまくいかなかったこと、失敗したこと

	老健の入所者の方の診察をさせていただきました。午後からは、末期癌の患者さんの在宅移行に関するカンファレンスに参加させていただきました。
	老健で、最初の方に診察した利用者さんとゆっくり話しすぎて、最後の利用者さんの診察がお昼直前となってしまいました。時間配分を考えた診察を心がけたいと思います。

	③今の気持ち、感情、気づき
	④今後学びたい内容・課題

	今日から入所される利用者さんが多く、たくさんの方とお知り合いになれて、お話することができて大変嬉しかったです。まぁ掛けてください、と声をかけてくださる方も多く、診察に行ってきたというよりはいろんなお話を聞かせてもらいに行ってきたといった感じでした。ある人からは人生の教訓を学ばせてもらい、ある人からは思い出のお話をたくさん聞かせていただきました。ひとりひとりの利用者さんと腰を据えてお話ができ、本当に良い機会を与えていただけて感謝しています。
午後からの在宅移行カンファレンスは、ホームである日赤で行われ、いつも「患者さんを送り出す側」として参加させていただくカンファレンスに、「患者さんを迎える側」として参加させていただくという大変貴重な経験をさせていただきました。「迎える側」に立ってみて、患者さんの診療情報というのがいかに大事かということを実感しました。また、癌の進行度や治療方法はもちろんのことですが、患者さんにはどのように伝わっているのか、患者さんのご家族にはどのように伝わっているのか、また患者さんとご家族の相互理解はできているのか、患者さんは在宅移行についてどのように感じておられるのか、何か希望や目的をもっておられるのか、そのようなところを具体的に情報として提供していただくと、あらかじめイメージができて良いと思いました。ただ「告知しました」だけであると、どのような順番を以て本人に情報が伝わっていったのかという経緯が不明確であり、今後の関係性づくりにも影響してくるのではないかと思います。私自身も以後気をつけていきたい点であると思いました。
	効果的なコミュニケーションスキルについて


■10月29日 (月曜日)　　２１日目
	午前
	午後
	夕方～夜

	外来見学（畑野先生）
初診外来3件
老健（医療）
	往診
	


	①今日できたこと、うまくいったこと
	②今日うまくいかなかったこと、失敗したこと

	畑野先生の外来見学をさせていただき、自分でも3件の初診外来を担当させていただくことができました。
老健入所者さんの診察をさせていただきました。
	久しぶりに経験した初診外来にて、所見を取り忘れる、薬の処方を忘れそうになるなどおぼつかない感じでした。

	③今の気持ち、感情、気づき
	④今後学びたい内容・課題

	老健では、認知症の利用者さんが「家族にだまされた、車に乗せられて着いたらここ（老健）だった」といって泣いておられました。状況は変えられず、傾聴だけにとどまってしまいましたが、利用者さんは「またお話をさせてください」と喜んでおられ、少しでもサポートさせていただけたことに安堵したと同時に、肯定も否定もせず対応することへの難しさを感じました。
本日の往診は件数が多く、初めての往診の方から毎週お邪魔させていただいている方まで多くの患者さんとお話することができました。前回退院カンファレンスで出会った患者さんのお宅に伺い、退院後の生活の様子を実際に見ることができました。病院でお会いした時には、初めて接する方が多いということもあり少し緊張された表情をされていましたが、家でお話すると笑顔も多くみられ、本当にリラックスした様子の患者さんとお話をすることができました。まさに「病院から帰った後」の患者さんの様子をうかがえたということは大変貴重な経験だったと思います。
	


■10月30日 (火曜日)　　２２日目
	午前
	午後
	夕方～夜

	訪問介護（社協さん）

	発表準備
	まとめ発表


	①今日できたこと、うまくいったこと
	②今日うまくいかなかったこと、失敗したこと

	ヘルパーさんに同行させていただき、訪問介護3件に参加させていただきました。清拭や介助などに関わらせていただき、利用者さんとお話することができました。
	

	③今の気持ち、感情、気づき
	④今後学びたい内容・課題

	高齢の方、特にお独り住まいの方にとっては、ヘルパーさんの存在はとても心強いものだと感じました。話し相手としての役割から家事業務、生活介助まで多岐にわたる仕事でとても大変そうだということも実際に見学させていただいて改めて実感しました。また、ケアマネさんや訪問看護師さん、リハビリの先生との連携も非常に密であり、利用者の方についてのたくさんの情報を共有しておられ、個々人に応じたサービスを提供しておられ驚きの連続でした。朝の訪問では、起こしてもすぐに眠ってしまう利用者さんもおられましたが、嬉しそうな笑顔を浮かべていらっしゃった方が多かったのが印象的でした。
	


■10月31日 (水曜日)　　２３日目
	午前
	午後
	夕方～夜

	地域散策

	地域散策
	


	①今日できたこと、うまくいったこと
	②今日うまくいかなかったこと、失敗したこと

	
	

	③今の気持ち、感情、気づき
	④今後学びたい内容・課題

	
	


